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八重畑振興センター内 

花巻市石鳥谷町猪鼻 7-30-1 

電話／Ｆａｘ ４７－２１１３ 
八重畑コミュニティだより 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面議決による総会が続いておりましたが、4 月９日（日）に

４年振りとなる集合形式の総会を開催し、３名の来賓を迎え、構成員５６名のうち４２名の出席（委任状を

含む）をいただきました。 

議事においては、議案第１号「交付金・指定管理 令和４年度事業報告並びに収支決算の承認について」

および議案第２号「交付金・指定管理 令和５年度事業計画（案）並びに収支決算（案）の承認について」と

もに原案どおり可決されました。 

また、地区内改選に伴って呼石公民館長 兼 八重畑地区自治公民館連絡協議会長の米澤友子さんが、新た

に八重畑コミュニティ協議会副会長に就任されました。 

  令和４年度八重畑コミュニティ協議会通常総会を開催しました  

 

マ ス ク 着 用 の 考 え 方 に つ い て  
 

￥ 
花巻市より、振興センターおよび地区社会体育館等を利用する場合のマスクの着脱は、個人の主体的な判断に委ね

るという旨の通知がありましたのでお知らせいたします。（令和５年３月１３日付け） 

※八重畑コミュニティ協議会が開催する会議においては、重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、当面の間 

マスク着用のお願いします。 

八重畑コミュニティ協議会 会長 大竹佐久子 

 振興センター駐車場の桜もいつもより早く満開を迎え、令和５年度がスタートしました。 

 昨年度も様々な形で地域の皆様に支えられ、ご協力をいただき事業を何とか終えることができま

した。心からお礼申し上げます。 

さて、令和５年度は、昨年度課題となった湧水の在り方、いつかは訪れるであろう災害への備え、

SDGｓへの取り組みなど検討すべき課題が山積みです。また、在京石鳥谷町人会交流事業への郷土

芸能団体派遣、八重畑小学校創設 150 周年記念事業など祝事もあり、協議会構成員をはじめ地域の

皆様にはさらなるご支援をお願いいたします。 

また、新型コロナ感染症対策にはまだまだ気を抜くことができない状況ですが、地域におかれま

しては、今までできなかった行事等を開催する取り組みが少しずつ動き始めていることと思いま

す。八重畑コミュニティ協議会では、地域活動に対して支援を強化して、活動しやすい体制づくり

に取り組んでおります。大いに活用して地域を盛り上げていただきたいと思います。 

地域の皆様あってのコミュニティですので、気兼ねなく来所いただきますようお願いいたしま

す。地域の活性化のために事務局一同懸命に取り組む所存です。 

 今年度の皆様のご健勝、ご活躍を祈念して新年度のご挨拶といたします。 

新年度のご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１日（土）に八重畑保育園の入園を祝う会、 

４月７日（金）に八重畑小学校の入学式が行われました。 

今年度の園児、児童数は以下のとおりです。 

八重畑学童クラブも新入所児童を迎え、総名４２名となりました！ 

八重畑保育園 45 名  八重畑小学校 83 名 

ひよこ組 4 名 さくら組 9 名  １年生 18 名 ４年生 16 名 

も も 組 3 名 ば ら 組 8 名  ２年生 12 名 ５年生 13 名 

う め 組 9 名 き く 組 12 名  ３年生 11 名 ６年生 13 名 

 

 八重畑コミュニティ協議

会では、アインブーフ(読み聞

かせボランティアグループ)

が製作した紙芝居を絵本化

し、毎年八重畑小学校へ贈呈

しています。   

今年は４月７日（金）の入

学式において、１８名の新１

年生に贈呈しました。 

十 日 市 小森田 哲士 鱒 沢 佐 々 木  憲 

大 明 神 藤 根  清 光 東 中 島 高 橋  次 一 

南 関 口 晴 山  文 男 猪 鼻 瀬 川  昭 男 

西 八 重 畑 昆  政 美 南 滝 田 中 村  好 伸 

東 八 重 畑 大竹 佐久子 北 滝 田 菊 池  健 

五 大 堂 伊 藤  需 山 屋 佐々木 吉美 

呼 石 米 澤  友 子 開 拓 佐々木 定巳 

 

令 和 ５ 年 度  自 治 公 民 館 長 の 紹 介 

救急車の適正利用について 

当市消防本部の救急出場件数は 4,000 件を超えており、月平均にすると 300

件以上出動しています。その中には、「救急車で行けば早く診てもらえる」、「タ

クシーだとお金がかかる」などの理由で、緊急性のない軽症患者が 39％も含ま

れ社会問題となっています。そのため、本当に救急車を必要とする傷病者の元

への到着が遅れている現状です。 

通常、119 番の救急要請を受けると、近くの消防署の救急車が出動します

が、その救急車が出動している場合は、次に近い救急車が出動することになり

到着に時間を要することがあります。緊急性がなくご自身で病院に行ける場合

は、交通機関を利用するなど救急車の適正利用にご協力ください。 

ただし、突然の頭痛や胸痛・ろれつが回らない・手足に力が入らないなど、

普段と様子が違い判断に迷う場合は、躊躇せず 119 番通報をしてください。 

※軽症とは…入院等を必要としないもの。 

お問い合わせ 花巻北消防署電話番号 ４５－２１ 

 9:55~10:10 八重畑振興センター 

10:25~10:35 山屋農業交流センター 

10:50~11:05 五大堂公民館 

狂犬病予防注射日程 

４月２０日（木） 

 


